








研究目的 

近年極小未熟児の生存率が高まり,出生体重 1000g 未満の超未熟児の生存する例も増加し

ている。このような場合に適切な栄養方法に関してはいまだ十分な研究がなされて居らず,

未熟児や High Risk 児の栄養についても再検討が必要になっている。 

最近では,極小未熟や超未熟児を含めたHigh Risk児を母乳にて哺育する機会が増してきた

が,母乳には種々の利点があるにしてもビタミン,電解質,微量元素などを,どの時点からど

の程度補充すべきかなど今後の検討に待たねばならぬ点も多い。 

本年度は未熟児に高頻度にみられるくる病をとりあげ,活性型ビタミンDである1α-OH-D3

の未熟児くる病予防効果につき血清アルカリフォスファターゼ値を指標として検討を加え

た。 


